
中 西  友 子  

 第12回 放射能の農畜水産物等への
影響についての研究報告会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①組織、今まで4回の報告会で得られてきましたが、その②ハイライト、③その後どのような方向へと進んでいるのか、③今回の報告との違いなども含めご紹介したいと思います。



 
 
 

東京大学農学部における震災復興支援への取組み 

災害対策本部 
東日本大震災に関する救援・復興支援室 

福島県農業総合センター 
東京大学 

 
（１）高放射能の農畜水産物産業への影響 
    ①  作物・穀物 

   ② 家畜・畜産物  

   ③ 土壌・微生物 

   ④ 魚介類、海水 

   ⑤ 放射線測定 

   ⑥ 科学コミュニケーション他 

（２）被災地農業回復についての研究開発 
   ①  作物生産・土壌学  ②  バイオマス生産 

農学生命科学研究科 

演習林        
牧場 
生体調和農学機構 
（圃場） 
水産実験所 
食の安全センター 
放射性同位元素施設 

応用生命化学・工学 
生産・環境生物 
獣医学 
応用動物科学 
森林化学 
生物環境工学 
生物材料科学 
水圏生物科学 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは長澤学部長をヘッドとする農学部プロジェクトのコンセプト
　専攻や各附属施設を串刺しにしたグループを作り、現場に役立つ研究支援を行います。
　　短期と長期に分け、大学でないとできない研究を行なっていきます。
　被災した農林水産業支援ですが、東京大学内他の部局との積極的な連携も模索中です。

（田野井は農学部兼務ですが所属は生物生産工学センターです。）
（Ge半導体検出器ですが、壊れていた1台の修理が終わり、近々戻ってきます。現在、1台で測定をしていますが、2台の検出器が揃うと測定はもっと順調になると思います。）





魚介類 

鳥類 

北海道演習
林（富良野） 

秩父演習林 

生態水文学研
究所（瀬戸） 

富士癒しの森研究所（山中湖） 

千葉演習林（鴨川、君津） 樹芸研究所（伊豆下田） 

伊達市： イネ、環境  
飯館村 ：イノシシ、 
（村からの要請）  水田除染 
南相馬市： ブタ 
白河市 ： ヒツジ  
鮫川村： 果樹、野菜 
福島市 ： 果樹 
郡山市 ： センター 
笠間市 ：  ヤギ 
 
野生生物調査 

原発事故近く 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
伊達市：	①　イネの生育と放射能　60水田
　　　　 	②　環境動態（生態系も含む）
飯館村：　	①　イノシシ　　　　　　　　
（村からの要請） 　	②　水田除染、土壌中の放射能動態
南相馬市：　ブタの子孫チェック
白河市：　	ヒツジ　
鮫川村：　果樹、野菜（ジャガイモ、キャベツ他）
福島市：　  果樹　モモ　（果樹試験所）
郡山市：　 福島県農業総合センター
笠間市：　 ヤギの放牧、循環系農業
  野生生物調査




東京大学農学生命科学研究科の取組み 

キノコ 

溜池・用水 

山林 野鳥 

果樹 
家畜 牛乳 

畑作 

土壌 

水田 
魚 

昆虫 



2014 年11月7日 2011 年11月5日 
放射線量率の変化 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※第4次航空機モニタリング（平成23年12月16日公表）及び第9次航空機モニタリング（平成27年2月13日公表）の結果を基に内閣府原子力被災者生活支援チームが作成。




他の理由14000 

制限地域から 79000 

居住制限区域 8400  families 

23000 (29%) 

帰還困難区域 9100  families 

24000 (31%) 

田村市、広野町、 
楢葉町、川内村、 
南相馬市 

福島市、郡山市、 
いわき市など、 
福島県内全域 

2012 6月のピーク時： 164000 
地震による避難者 112000 

避難指示解除準備区域 10900 families 

32000 (40%) 

（備考） 

6 

前制限地域から 19,000 

避難者数 (2015年5月) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（備考・東日本大震災による福島県全体からの避難者数は、福島県「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報」（第1450報：平成27年6月11日）による。
・避難指示区域からの避難者数は、市町村から聞き取った情報（平成26年10月1日時点の住民登録数）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
　※区域外及び旧避難指示区域の人数は、住民登録数であり避難者数ではない。
・旧避難指示区域・旧緊急時避難準備区域からの避難者数は、各市町村から聞き取った情報（平成27年5月15日）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
解除日 ： 田村市（平成26年4月1日）  川内村（平成26年10月1日）



他の理由14000 

制限地域から 79000 

居住制限区域 8400  families 

23000 (29%) 

帰還困難区域 9100  families 

24000 (31%) 

田村市、広野町、 
楢葉町、川内村、 
南相馬市 

福島市、郡山市、 
いわき市など、 
福島県内全域 

2012 6月のピーク時： 164000 
地震による避難者 112000 
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（備考） 

避難者数 (2015年5月) 

7 2015年7月6日 

前制限地域から 19,000 60% 
 
45% 
 

25-30% 
 

15% 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（備考・東日本大震災による福島県全体からの避難者数は、福島県「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報」（第1450報：平成27年6月11日）による。
・避難指示区域からの避難者数は、市町村から聞き取った情報（平成26年10月1日時点の住民登録数）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
　※区域外及び旧避難指示区域の人数は、住民登録数であり避難者数ではない。
・旧避難指示区域・旧緊急時避難準備区域からの避難者数は、各市町村から聞き取った情報（平成27年5月15日）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
解除日 ： 田村市（平成26年4月1日）  川内村（平成26年10月1日）



2011年11月19日(1)   2012年2月18日(2) 5月26日(3)  9月8日(4) 

土壌 

畜産業 

低濃度汚染 

鳥 

魚類 
キノコ 

果樹 

森林・河川 

魚類 

サイエンスコミュニケーション 

イネ実験 

エネルギー作物 

除染の試み 

原種のブタ 
果樹 

農林水産物への影響の報告会  

１ ２ ３ ４ イネ イネ 

Ken Ishida T. Yamada N.I. Kobayashi 

水耕 土耕 



８ 
2012年12月8 日(5)  2013年4月20日(6)  8月10日(7)  12月14日(8) 
 

家畜飼育 

漁業 

イネ 

土壌 

キノコ 

羊 

生物濃縮 
循環型畜産業 

除染の試み 

イネ実験 

農林水産物への影響の報告会  

５ ６ ７ 
農水省 

果樹 

果樹 

ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ 

溜池 

モニタリング 

コメ全袋検査 

マ
ダ
ラ 

カ
ラ
イ
ワ
シ 

S. Watabe 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左：マダラ
右：カライワシ


http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20130810.jpg


2014年6月14日(9)    11月9日(10)    2015年4月25日(11) 

農林水産物への影響の報告会  

イネ 

樹木 

ダイズ 

土壌 

林野庁から 

モニタリングと畑作 

畜産業 

消費者意識 

森林 

科学・技術と「いのち」 

構造災 
被災地復興に向けて 

森林―樹木、果樹 





アグリコクーン：「農における放射線影響フォーラムグループ（FG6)」    
講義＋実習 

 

平成25年度より  研究結果を踏まえた教育プログラムを開始 

総合科目：「人間・環境」    
   農業環境と食の安全を対象とした放射性物質動態学 

平成2６年度より  研究結果を踏まえた教育プログラムを発展 

新たなカリキュラム：「農業環境」と「食の安全」を対象と
した放射線の教育プログラム 

専門課程 

＋教養課程 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原発事故による大規模な農業被害という我が国が未だ経験したことのない大災害に対して、残念ながら既存の放射線教育はめぼしい教材すら提供し得ていない。新たなカリキュラムの整備と学生教育を通じた人材輩出、加えて、この方面での社会人教育に対する被災地の高いニーズに答えることは、高等教育の大きな責務である。

従来の放射線教育は放射線や原子力の医学的・工学的利用に主眼が置かれてきたが、昨年３月の福島原発事故により放射物質が広範に降下して以来、環境中の放射性物質の動態と食の安全との関わりをテーマとする新たな放射線教育の樹立が強く求められている。



2013年4月出版  
ダウンロードは無料(50ユーロ/冊） 

［内容] はじめに（長澤）、緒言（中西） 
 １章 農学部の取り組み（中西） 
 ２章 コムギなどイメージング（田野井）  
 ３章 イネ栽培（根本）  
 ４章 イネ品種間差 （藤原） 
 ５章 イネのCs吸収実験（小林） 
 ６章 土壌（塩沢） 
 ７章 低レベル汚染（大下） 
 ８章 福島農産物のモニタリング（二瓶） 
 ９章 動物（真鍋） 
１０章 魚肉加工過程（渡部） 
１１章 魚のCs排出（金子） 
１２章 鳥類（石田） 
１３章 土壌の除染 （溝口） 
１４章 果樹（高田） 
１５章 キノコ（山田） 
１６章 環境中のCs動態（大手） 
１７章 サイエンスコミュニケーション（細野） 
 

(敬称略、以後も） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私共の活動ですが、この度、英語の本としてSpringerから出版されることとなりました。
　中身のダウンロードは全て無料です。勿論ご購入いただいても
得られた成果は、今まで日本語の論文や総説などで発表してまいりましたのでその英語版を出版しました。17章に渡り、色々な分野でのオリジナルなデータが詰まっております。
　この水色の分野についてこの後、お話をいただくわけでございます。




［内容] はじめに（古谷）、緒言（中西） 
   １章 農学部の取り組み（中西） 
   ２章 福島産農産物モニタリング（二瓶）  
   ３章 福島産玄米検査（二瓶）  
   ４章 福島生育イネのＣｓ蓄積変化（藤原） 
   ５章 イネのＫによるＣｓ量低減効果（小林） 
   ６章 除染後のイネ生育の試み（伊井） 
   ７章 飼料による家畜除染（真鍋） 
   ８章 有畜循環型農業（真鍋他） 
   ９章 野生イノシシの汚染（田野井） 
１０章 野生動物の汚染（石田） 
１１章 果樹の汚染（高田） 
１２章 汚染が林業に与える影響（三浦） 
１３章 マツとスギの除染 （益守他） 
１４章 森林汚染動態（大手他） 
１５章 水田の空間線量率低減（久保他） 
１６章 復興の協力体制例（横川他） 
１７章 漁業再生の試行（八木） 
１８章 消費者の食品評価（細野他） 
１９章 植物・土壌中のＣｓｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ(杉田他） 

２０１６年２月 
電子版出版 

２冊目の出版 

冊子の出版：先週 





宜しくお願いいたします。 

これからも継続的に現場に資する 
調査研究・教育活動 

を続けていこうと思っております。 
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